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改革改善
の考え方

①問題
点

支給認定の適正な実施を図るとともに、継続的に制度の運用が出来るように努めていく。

②改革
提案

制度を継続して利用される予定の方への配慮（更新のお知らせ等）、及び免疫機能障害者への配慮（医療機関との連
絡調整）を継続的に実施する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

経済的に安心して治療が受けられることにより、安定し自立した日常生活及び社会生活を営むことへの支援ができた。

総事業費①+② 56,532 90,400 67,555 72,300

500

臨時職員所要時間

一般財源 3,866 30,031 24,694 18,198

人件費計（千円）② 1,788 0

正規職員所要時間

起債

その他

37,233 40,246 28,499 36,068

県支出金 13,645 20,123 14,362 18,034

事業費計（千円）① 54,744 90,400 67,555 72,300 （国）障害者医療費負担金（１／２）28,499千円
（県）障害者医療費負担金（１／４）14,362千円国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　更生医療の給付
２　育成医療の給付
　　医師意見書審査業務（単独）
３　過年度国庫支出金精算返還金

１　実受給者数
２　実受給者数
３　償還金利子及び割引料

１　　　47人
２　　　57人
３　　　9,942,345円

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

更生医療費の給付　　心臓の人工ペースメーカー設置術、股関節脱臼等に関する施術、人工透析等治療　など
育成医療費の給付（平成25年４月から県より権限移譲）　血液透析および腹膜分析を必要とする腎不全、腎移植手術、外耳道閉鎖・中
耳炎後遺症などで難聴解消施術　など
療養介護医療の給付　国の国庫負担金制度の改正により障害福祉サービス費から自立支援医療へ変更

成果
指標

育成医療受給者数／心臓、腎臓、下肢に障害のある障
害児　（％）

1.8 1.9 1.7 1.9

成果
指標

更生・育成医療受給者数／心臓、腎臓、下肢に障害のあ
る障害者　（％）

2.5 1.7 2.8 1.9

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

安心して地域で日常生活が送れている割合

心臓、腎臓、下肢に障害のある障
害児者（人）

3008

意図（どういう状態
にするか）

経済的に安心して治療が受けられて、安定し自立した日
常生活が送れるようにする

目
的

対象（誰・何を）
身体上の障害の除去又は、軽減をするための医療が必
要な障害者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 34 障害者福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 福祉課 H27係等名 障害福祉係 H26係等名 障害福祉係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 25 終了
事務事業名 総合支援医療給付事業

会計 一般会計
10 32

事業種別 政策

3 施策№ 34 事業№


